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パワーシフト・キャンペーン運営委員会

通気式生ごみ保管容器「生ごみカラット」
を使用した地球温暖化対策

市民や事業所の再エネ電力選択による持続
可能な再エネ社会の構築

 日本全域

 日本全域

活動地域

活動地域

生ごみからの
水分除去の動画作成 1 本
半乾燥生ごみの堆肥を
使った調査 1 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％

パワーシフト
アンバサダー数 49 人
紹介電力会社数
（追加） 9 社

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 50 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
紙芝居形式のYouTube動画を作成。また栽培実験で
は、野菜屑のみ、野菜屑＋動物性残渣、調理・調味後
の食べ残しの3試験区を設け、生ごみカラットを用い
て、竹粉を生ごみの間に入れ、それぞれの材料を半乾
燥。容積が小さく堆積当たりの放熱が大きいことを
抑制するために発泡スチロールを活用。途中1週間に
1回程度切り返しを行い、堆肥化を実施。堆肥化中は
悪臭はどの試験区もほとんど発生しなかった。堆肥
化物は、土壌のpHを調整後、混和し、コマツナ栽培試
験に供試した。栽培試験結果、食べ残し区が最も生育
が良好であった。

活動内容と成果
● パワーシフトアンバサダー 49人が参加。アンバサ
ダーの発信により市民がインスタに参加しやすい
場に
● 気候変動対策のために持続可能な社会とはどうあ
るべきかの発信
● 再エネを選びたくても選べないという電力市場価
格高騰問題などの電力制度問題への取組み
● 再エネを売りたい、持続可能な地域を構築したい
という再エネ新電力の声を可視化
● 再エネ新電力のきわめて多様な魅力をイベント等
で伝え市民の再エネ選択を促した

課　題
生ごみからの水分除去について自治体とタイアップ
して広める、また、半乾燥生ごみの有効活用法とし
て、堆肥をつくり有効性を確認する。

目　標
タイアップ候補自治体を把握するとともに、PR動画
を作成する。半乾燥生ごみから数種類の堆肥を作成
し有効活用するための方法を検討。

課　題
再エネを選択したいという市民の声に逆行する電力
制度の問題。とりわけ再エネ由来の電気であるFIT
電気も電力市場を使わなくても高値になってしまう
という制度上の課題。

目　標
パワーシフト・キャンペーンは市民の声を反映する
チャネル、持続可能性を求める運動として役割を果
たしたい。
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食品残渣投入のための調整作業食品残渣投入のための調整作業

（Zoomイベント）再エネ電力会社見本市（Zoomイベント）再エネ電力会社見本市

半乾燥生ごみ堆肥化物で生育した半乾燥生ごみ堆肥化物で生育した
幼植物幼植物

（インスタ）パワーシフトトーク（インスタ）パワーシフトトーク

竹の粉は水分調整と堆肥化時の空隙の確保に有効であったため、重力により水分
が最も高くなる最下層にやや厚めに竹の粉を敷くと、悪臭抑制にさらに効果的で
あると考えられる。食べ残しも堆肥化可能である。

シンプルに再エネを選びたいという市民の声を実現するため、障害となっている
歪んだしくみである電力制度の問題の発信をしていきたい。またそのような社会
全体の歪みと気候変動問題を一緒に考える機会を増やしたい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
カラットでの水切りの際、最下層に
竹の粉を入れていなかったため、一
番下の層のみが水分過多になったこ
と。

■工夫した点
家庭系では少量での堆肥化が実施さ
れるため、放熱が大きい。これを抑
えるために、生ごみの堆肥化は発泡
スチロールで実施した。

■苦労した点
電力市場価格高騰が起き、再エネ新
電力に切り替えたくても受け付けて
いないという異常事態への対処に苦
労。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍においてパ
ワーシフトアンバサダーのSNS発信
をいかして認知拡大を図った。
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